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研究成果の概要（和文）：本研究は、乳幼児期の子育て支援機関における科学的な根拠に基づく｢虐待予防およ
び悪化防止支援モデル｣を開発し、実用化することを目的とした。
保育者と保護者に対する質問紙調査と面接調査を実施し、コホートを用い、子どものウエルビーイングを目的変
数に、不適切な養育環境など家庭環境要因、発達障害など子どもの特徴要因、保護者のストレスなど保護者特徴
要因、社会サポート要因などを説明変数に、複合的な関連について多変量分析を用いて検証した。それらの成果
に基づき、子育て支援と環境支援を連動した｢虐待予防および悪化防止支援モデル」を開発した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop early intervention programs on 
childcare environment and clarify the mechanism for child abuse prevention using cohort study in 
Japan. To make this program from a longitudinal perspective, data were collected from Japanese 
children, their guardians, and the government-authorized childcare professionals responsible for 
overseeing them. Guardians completed a survey containing items regarding socioeconomic status, 
family composition, and home environment. The childcare professionals supplied details pertaining to
 the children’s preschool-age development. A multiple regression analysis revealed that rich 
childcare environment at the preschool age related their well-being upon reaching the school age. 
According to these outcomes, we developed the intervention program, which quality childcare is 
combined with an appropriate home environment.

研究分野： 保健福祉学

キーワード： 虐待予防

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、こども園、保育園、幼稚園など乳幼児期の子育て支援機関において、科学的な根拠に基づいて虐待予
防および悪化防止を支援するための方法について開発したものである。子どもおよび保護者に対する子育て支援
専門職のアセスメントの方法、働きかけの方法、評価の方法を提示し、実用化を図った。特に、虐待の悪化防止
の仕組みに注目し、発達の道すじと支援方法がどのように関係するかを明らかにし、実践に活かすことのできる
教育方法なども開発した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 児童虐待相談対応件数は 2018 年度 16 万件近くにおよび、前年度比 19.5％増と増加の一途
をたどっている。虐待予防および悪化防止に向けた早期支援は、保育園、幼稚園、認定こども園
など乳幼児期の子育て支援機関において強く求められている。 
(2) しかし日本においては、これまでに全国の園児を対象とした経年的な大規模データを用いて、
就学後の子どもの育ちまで追跡した科学的な根拠に基づき「虐待予防および悪化防止支援モデ
ル」を提案した研究はまったく存在しない。 
(3) 欧米先進国においては、英国の 63 年追跡コホート研究をはじめ、国レベルで出生から 15 年
以上におよぶ大規模コホートプロジェクトを立ち上げ、これらの課題に取り組んでいる。 
(4) 我々は過去 20 年にわたり、子育て支援や家庭環境が、子どもの発達や社会適応、健康状態
に及ぼす影響を追跡研究してきた。その結果、質の高い子育て支援を確保すれば、家庭における
適切な子どもへのかかわりや、保護者の育児への自信、保護者へのサポートが、子どもの経年的
な発達状態、健康状態、問題行動などに影響していることを明らかにした。なお本研究における
子どもの発達、適応状態、健康状態への影響の経年的な評価法や統計的な分析法に関しては、欧
米先進国と同様の方法を用い、国際的に比較可能なデザインを採用している。 
(5) さらにこれら科学的な根拠に基づき、「家庭環境の評価指標」「気になる子どものスクリーニ
ング指標」「園児の発達評価指標」「保育の質の評価指標」を開発し、子どもの健やかな発達と保
育の質の関連性を検討し、証拠に基づく評価基準を作成し、活用のための研修会を開催してきた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、根拠に基づき乳幼児期の子育て支援機関における科学的な根拠に基づく｢虐待予防お
よび悪化防止支援モデル｣を開発し、実用化を図るものである。特に、虐待の悪化防止機序に注
目し、発達の軌跡と支援方法の妥当性に関する学術的な知見を得ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
支援プログラム効果検証のための在園児 3,000 名に対する質問紙調査と訪問面接調査を実施し
た。 
乳幼児期から思春期に及ぶ長期大規模コホートデータを用い、子どものウエルビーイングを目
的変数に、不適切な養育環境など家庭環境要因、発達障害など子どもの特徴要因、保護者のスト
レスなど保護者特徴要因、社会サポート要因などを説明変数に、複合的な関連について多変量軌
跡分析を用いて検証した。 
それらの成果に基づき、科学的な根拠に基づく｢虐待予防および悪化防止支援モデル｣の開発を
行った。 
 
４．研究成果 
(1) 保護者と子育て支援専門職への虐待予防と悪化防止支援に関するニーズと内容把握 
虐待予防および悪化防止支援プログラムのニーズと内容を抽出するため、保護者および子育て
支援専門職に対するフォーカス・グループインタビューを実施した。子どもと保護者に対する対
応の仕方、必要な保育環境、サポートの現状などを討論の柱として、具体的な内容を詳細に、で
きるだけ数多く収集した。1 グループあたり原則として約 1 時間半の時間をとり、子育て支援に
長年取り組んできた実践家の豊富な体験や保護者の生の声を、フォーカス・グループインタビュ
ー法の分析技術を活用しながら整理した。実施にあたっては、ビデオ 3 台で録画し、逐語記録と
観察記録を合わせてデータ化した。 
 
(2)「虐待予防および悪化防止」経年推移と子どもの育ちへの関連要因に関するデータ分析 
追跡調査対象は、全国の 0 歳～６歳児と保護者、毎年 3,000 組ずつ平成 11～31 年の 20 年間パ
ネルコホート研究を継続した約 60,000 組であった。調査内容は、身体的精神的ウエルビーイン
グ状態、家庭環境、社会サポート状況、健康状態、社会適応、家族と子どもの属性などである。
養育環境、サポート環境、子どもの経年的な発達状態、健康状態、社会適応、問題行動の推移を
勘案しながら、ウエルビーイングを目的変数に、乳幼児期の関連要因を説明変数として多変量軌
跡分析により複合的な影響度の強さを明らかにした。 
 
(3)「虐待予防および悪化防止支援モデル」の開発 
1)海外コホート研究の根拠に基づく支援プログラムの開発過程、内容、評価に関する系統的レビ
ュー、2) 大規模コホートデータの分析結果、3) 保護者と子育て支援専門職のフォーカス・グル
ープインタビューにより得られた情報、4)開発済みの「養育環境評価指標」、を活用し、統計的
妥当性及び臨床的重要性を加味しながら、有効な項目を抽出して体系化し、「虐待予防および悪
化防止支援モデル」を作成した。 
 
(4)「虐待予防および悪化防止支援モデル」実施とプロセス評価 
保護者に対する調査（家庭環境と支援ニーズに関する実態把握）、医療･福祉･教育専門職による
子どもへの面接・観察調査（子どもの心身の健康と課題に関する専門的な評価）を実施した。 
専門職による子どもの発達状態、健康状態、社会適応、問題行動の評価、保護者に対する質問紙



調査、専門調査員による家庭環境評価、面接調査、環境評価を行い、評価の妥当性を検証しつつ
不適切な養育環境の特性別パネルコホートを用いた支援プログラムのプロセス評価を行った。 
 
(5)「虐待予防および悪化防止支援モデル」の「保育の質の評価指標」への反映 
我々がすでに開発している「保育の質の評価指標」の枠組みである「子ども」「家族」「保育環境」
「連携」の４領域について、家庭、子育て支援機関、地域との連携により「虐待予防および悪化
防止支援モデル」を反映した形で総合的に展開できるよう検討を加えた。 
 
(6)「虐待予防および悪化防止支援モデル」のアウトカム評価の実施 
保護者に対する調査（家庭環境と支援ニーズに関する実態把握）、医療･福祉･教育専門職による
子どもへの面接・観察調査（子どもの心身の健康と課題に関する専門的な評価）を実施した。 
専門職による子どもの発達状態、健康状態、社会適応、問題行動の評価、保護者に対する質問紙
調査、専門調査員による家庭環境評価、面接調査、環境評価を行い、評価の妥当性を検証しつつ
気なる子どもの特性別パネルコホートを用いた虐待予防および悪化防止支援モデルのアウトカ
ム評価を行った。 
 
(7)アウトカム評価に基づく｢虐待予防および悪化防止支援モデル｣の提案 
アウトカム評価を反映させ、「虐待予防および悪化防止支援モデル」の実践活用モデルとして、
実践の場で活用しやすいさまざまなモデルを提案した。 
さらに、「科学的な根拠」として活用可能なコホート研究に基づく成果を、ホームページで広く
公開した。 
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